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「オンネット販売」
機能・画⾯説明書

本書は、「オンネット販売」の機能と、画⾯を説明し、導⼊検討に役
⽴てて、頂くために作成しています。

「オンネット販売」の全体観が掴めると思います。

ご確認頂きたい事は、⾃社の販売管理業務に照らして、「機能不
⾜は無いか︖」、「管理する項⽬に不⾜は無いか︖」ということで
す。

各社の⽐較表を作り、フィット＆ギャップ調査とかで単純に機能があ
るか、無いかでは、システム導⼊はできません。

株式会社オンネット・システムズ



●機能上の特徴（概要）
受注、出荷、売上計上、請求、⼊⾦、消込までを網羅している
・POS機能と⼀般受注画⾯が統合されていること、且つマスタが同⼀であること

●個別要件への対応
・機能追加、変更は、モジュール置換で対応
・それをJOBスケジューラ、メニューと連携することで、システム構築

●システムの継続性を考えているということ
・「システムは⽇常の業務改善」を継続的に⾏える仕組み（かつての汎⽤コンピュータ、オフコン）
・運⽤での機能追加、変更は、モジュール置換で対応
・他社ミドルウエア利⽤を最⼩限に限定する。必要な場合は、DB渡しなど疎結合とする
・⻑期に亘り、バージョンアップ購⼊ではなく、モジュール更新（局所更新）で対応

●既存システムとの連携を考える（部分導⼊が可能）
・システムは、マスタ統合されていないと業務効率化できない
・必要であれば、既存システムとのマスタ同期機能を構築する仕組みあり
・機能は、販売、購買、⽣産、在庫など必要なモジュールのみ適⽤することが可能
・他社システム連携（EDI）も可能

●クラウドで動作するということ
・システムはクラウドで動作可能
・インターネット接続が可能であれば、世界中どこからでも利⽤可能
・安全性は、VPN活⽤、IP制限、利⽤ログ蓄積、緊急利⽤遮断などで確保

●画⾯が⾼機能であること
・業務システム画⾯をWEBブラウザ前提だけで構築することは困難と考える
・但し、HTTP通信は、活⽤する
・画⾯をWindows画⾯（⾼機能画⾯）とし、通信はHTTPを⽤いる
・プログラム配布は、⾃動とする

●利⽤料⾦は⽉額制であること（個別適⽤分は除外）
・PC⼀台単位（1.2万円から）の⽉額制（8台程度の最低利⽤、初期費⽤の抑制）
・個別適⽤分は、初期費⽤と保守料
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第１章　機能範囲と販売システムの難しさ

本章では、「オンネット販売」の機能範囲を明確にします。そして、その機能が各社異なる点を説明しま
す。

よく、「システムに業務を合わせる」という論調を⽿にします。弊社は、そんなことは信じていません。「業種・
規模、事業に対する考え⽅」によって異なります。
従って、システム導⼊は、ユーザ側と綿密な前作業（現状分析とシステム適⽤検討）を経て実施するも
のと意識しています。

「オンネット販売」には、多くの開発済みソフトウエア部品とDB定義（業務項⽬）があります。これらをユ
ーザに合わせ、取捨選択して組み合わせる仕組みがあります。

勿論、基本構成はありますので、業務がマッチするのであれば、そのまま使う事もできます。



■１.1　「オンネット販売」機能範囲と連携システム関連図

「オンネット⾒積」

「オンネットEC」

定期契約販売
機能

POS
機能

⼀般受注
機能

「オンネット購買」 「オンネット在庫」「オンネット⽣産」

「オンネット⼯数」

出荷管理
機能

売上管理
機能

請求管理
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⼊⾦管理
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消込管理
機能
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機能

⽣産引当

発注引当

在庫引当

決済予定管理

「オンネット販売」
基本機能

オプション機能

「オンネット販売」は、「オンネット統合業務」の構成要素の⼀つです。他の構成要素（⾒積、⼯数、購買など）と
連携して会社業務を効率化します。
重要な点は、これらの連携が、同⼀マスタを前提として⾏われることです。



受注 出荷指⽰ 出荷 売上

定期契約販売
（オンネット販売）

受注 出荷 売上

⾒積
（オンネット⾒積）

受注 売上

売上出荷

売上

WEB販売
（オンネットEC)
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（オンネットPOS）
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■1.2　販売システムが各社異なる理由①

①得意先別
商品単価

②得意先別
商品掛率

単価

③得意先契約
ランク別単価

④定価

得意先別に商品単価を決め
る⽅式です。
究極的には、この⽅式で、商
品単価決定できます。
但し、得意先数＊商品数の
単価設定が必要となり、運⽤
保守に負担を要します。

商品毎に掛率を設定すること
で、商品単価を決定します。
この⽅式ですと①の⽅式より
運⽤保守負担は軽減できま
す。但し、商品毎は、商品分
類毎になる場合もあります。

①の⽅式が得意先毎に対し
て、得意先にランク（数種
類）を設定します。
商品側は、ランク毎に商品単
価を設定します。
従って、単価設定数は、ランク
数＊商品数になります。

優先順位

【処理フローの違い】

⼀般の販売管理パッケージは、Cパターンが多い印象があります。販売管理
を売掛管理（請求、⼊⾦）としている会社は、Eパターンでしょう。
出荷管理は、各社異なると思います。
また、販売品⽬ごとに、パターンが異なる点も意識する必要があります。

【販売単価決定の違い】

販売単価の決定⽅式は、各社異なります。これまでの経験は、上図の
通り適⽤済みです。
しかし、まだ違う決定⽅式があると思います。その場合は、単価決定ロ
ジックを追加組込みする仕組みとなっています。



01：商品A　50円　50個　　2500円
02：商品B　30円　15個　　  450円
03：商品C　40円　30個  　 1200円

　

受注NO︓0001
株式会社ABC　御中

合計︓4,150円

2021/03/01
＊＊＊受注伝票＊＊＊

01：商品A　50円　50個　　2500円
02：商品D　20円　30個　　600円
03：商品E　40円　30個  　 1200円

　

受注NO︓0002
株式会社ABC　御中

合計︓4,300円

2021/03/13
＊＊＊受注伝票＊＊＊

01：商品A　50円　30個　　1500円
02：商品B　30円　30個　　 900円
03：商品F　80円　10個  　   800円

　

受注NO︓0002
株式会社ABC　御中

合計︓3,200円

2021/03/20
＊＊＊受注伝票＊＊＊

01明細の商品を分納するケース（30個と20個）

03明細の商品のみ後⽇納⼊するケース（明細内
分納なし）

複数の受注を⼀括して納⼊するケース

30個で、請求する︖
それとも、50個になったら請求する︖

請求書は、受注単位︖
それとも、⼀括請求で、対応受注NOを付加する︖

01、02のみ請求する︖
それとも、すべての出荷が完了したら請求する︖

受注段階 出荷段階 売上・請求段階

■1.3　販売システムが各社異なる理由②

【受注伝票と後続処理の違い】

後続処理（出荷、売上など）が受注単
位か、若しくは明細単位か︖



××社

△△社

統合DB

統合DB

統合DB

○○社

■1.4　相違点の吸収

各種帳票

ソフトウエア部品は、①画⾯と②バッチに分けて保持しています。
例えば、受注画⾯は、これまでの経験から複数種類あります。その中から選択します。
バッチプログラムは、画⾯登録したデータを変換、テーブル連携、集計処理する役割です。基本的な機能は部品とし
て保持していますが、簡単に修正可能なツールも準備しています。

【ソフトウエア部品を繋ぎ合わせる仕組み】

①画⾯プログラムの場合
統合メニューに登録（認証、権限、メニュー位置）

②バッチプログラム
ジョブ・スケジューラ（Onnet Job Manager)にジョ
ブ登録

【バッチプログラムを効率的に作成する仕組み】

・SQLSequencer(SQLS)
　-バッチプログラムを、SQLの順次実⾏で⾏うツール
　-条件分岐、ログ出⼒、パラメータ渡しを装備
　-CSV⼊⼒、出⼒機能を装備
　-800本のCOBOLバッチをすべて置換した実績あり

・画⾯登録したDB情報を簡単に抽出、集計、出⼒
することが可能

30年以上のSE経験で、
「パッケージのそのまま利⽤」は、

⼀社もありませんでした。

A B C
D E F

G B C
D E F

A B C
D E H

XX社はAのプロ
グラムを別のプ
ログラムに置き
換える

1000以上のプ
ログラムから必
要なプログラム
を配置

△△社はFのプ
ログラムを別の
プログラムに置
き換える

DBには各社の業務項
⽬（2000項⽬以上）
が蓄積されている。

帳票は各社異なりま
す。
「帳票作成ツール」
で作成します。



第2章　受注・出荷・売上計上

多くの販売管理システムが、意識しているのは、「受注」と「売上計上・請求・⼊⾦・売掛残⾼管理」で
す。その中で、受注と売上計上機能間の「出荷」機能と「売上明細単位の⼊⾦消込」は、各社の事情
が異なるため、⼀般のパッケージでは範囲外となりがちです。

「オンネット販売」は、各社の事情に合わせて、ソフトウエア部品を置換する仕組みで、「出荷」機能に対
応しています。「売上明細単位の⼊⾦消込」は、オプションとして機能追加可能です。
そもそも受注登録を⾏う⽬的は、①引当（在庫引当、発注引当、⽣産引当）をすることと②出荷指
⽰をすることと考えています。

本章では、上記に加えて、「定期契約」（オプション）の説明も加えています。これは、最近のサブスクリプ
ションビジネスの⾼まりにより、必要になる機能と考えています。



受注基本

受注明細

出荷明細
作成

出荷明細
（売上明細）

出荷基本

受注 出荷指⽰ 出荷 売上計上

物流担当者 出荷担当者営業担当者 営業担当者

受注を受け付けます。

受付モードにPOS型と
⼀般受注型がありま
す。

受注NOと出荷NOは
リンクしています。受注画⾯から、受注

基本、明細、決済予
定が即作成されます。

予め定められた間隔
で、出荷明細が作成さ
れます。

この出荷明細が、売上基準
（出荷、納⼊、検収など）で
売上状態に遷移します。

作成時は、「出荷指⽰待ち」
になっています。

出荷依頼を取り出し、出荷作
業の後、「売上計上待ち」にし
ます。

「売上計上待ち」を取り出し、
出荷作業の後、「売上済」に
します。

①即売上計上にする場合

②直ぐに、出荷済みにする場合

③通常の業務フロー

①、②、③を意識した
登録

「出荷指⽰待ち」を取り出し、
出荷担当者に「出荷指⽰」す
る。

請求/⼊⾦/消込へ

売上済

出荷済

■2.１　受注から売上計上まで

決済予定

POS

【出荷データ作成⽅法の⾊々】

A.受注確定したら即、売上計上するケース
・受注確定後、出荷データを作成し、出荷、
売上⽇を記録する。
B.受注単位に出荷データを作成するケース
・受注単位に出荷データを作成し、出荷指⽰
待ちとする。
C.複数の受注単位に出荷データを作成する
ケース
・ある時間間隔でまとめて、出荷データを作成
するケース。

定期契約

毎⽉、同じ売上が発
⽣する場合、契約を登
録しておき、受注データ
を⾃動的に作成する
仕組みです。

⾒積もり（「オンネット⾒積」）

売上計上には
・集荷時点
・納品時点
・検収時点
があります。



⼊⼒者、受注担当者、組織は、単
純ではない

「システムに業務を合わせるよ、標準の販売管理でいいよ︕」で始まり、毎
回、⼭ほどのご要求があります。受注・売上画⾯はその典型です。１

得意先をどうマスタ化
するか︖

２

送り先を管理しています。
得意先単位に再利⽤に
備えます。

3

出荷情報は、⼩⼝輸
送の⾼まりにより⽇時
指定が必須です。

46 7 8

定期的に売上が発⽣
する契約

5

商品選択と単価決定
9

引当ての範囲は︖

11
シリアルNO管理

10

⾊んな備考欄

返品・交換はどうするの︖

12

13

「前回、何を売ったんだっけ」対応

14

後続処理をどうするか︖

15

商品と得意先をワンタッチで

16

「⼀般受注」と「店頭（POS）」
モードで動作します。

0

■2.2　⼀般受注画⾯

＊数字は、説明⽤に設けています。⽂書中で対応するものではありません。

請求書種類が指定可
能です

6

発注先からの「請求時
に管理NO付番要請」
に対応します。

7

プロジェクトNOとは、経
営管理上の集計キー
と同義です。

8



⼀般受注画⾯とPOS画⾯は、同⼀プログラムで動作します。
POS業務では、受注と出荷（店舗渡し）が同時に⾏われる点が異なります。
決済の多くは、現⾦、クレジットなどで、その場で⾏われますが、⼀部、事後決済もあります。
この事後決済処理が業務効率化の上で、重要です。

「⼀般受注」と「店頭（POS）」
モードで動作します。

■2.3　POS画⾯

決済画⾯は⾮常に複雑で
す。
決済⼿段が多い事が要員で
す。

この部分が⼀般受注と異なり
ます。
要は、現品渡しなので、出荷
業務が無いため、簡素になり
ます。

決済画⾯が表⽰されます。

決済⼿段は、各種あります。
・現⾦/クレジット
・⾦券（釣銭あり/なし）
・ポイント
・各種⽀援制度　など

各種決済⼿段は、複数ある
場合があります。
・複数クレジット
・複数⾦券など

決済⼿段によっては、管理番
号と紐付くばあいもあります

決済情報を詳細に登録すること
で、後続処理の消込が劇的に

効率化します。

決済⽇も必要
です

キャシュドロワー制御です 売上以外の⼊出⾦です。
例えば、前受け⾦、売掛⾦の持参など

POS画⾯は、⼀般受注画
⾯と同様です。
⼀般受注とPOSとで、マス
タ、伝票データは同⼀構造で
す。

⼀般受注とPOSの違いは、
POSの⽅が決済⼿段が多様
ということです。



受注から接続

売上計上へ

出荷 売上計上

出荷指⽰、出荷、売上計上
と変化します。

出荷業務へ 請求へ

売上には、①出荷、②納品、
③検収による場合があります。

■2.4　出荷指⽰から売上計上までの画⾯

出荷指⽰、出荷、売上計上
と変化します。

（例）
ピッキングリスト

（例）
納品書/お届け票

（例）
ハンディターミナル、
タブレットの利⽤が
考えられます。



■2.5　定期契約画⾯

契約⼀覧です。

契約から受注、売上を作成します。
ですので、それらの伝票と同じく明細が
あります。

契約の基本部分です。
主に、⾃動的に受注・売上を作成する
ための⽇にち、周期を管理します。

各明細の登録内容です。
受注明細と変わりありません。

本画⾯は、定期的に受注データを作成するための、契約を登録するものです。
契約を登録しておくと、⾃動的にバッチ処理により、受注データが作成される仕組
みです。

定期契約の中には、作業⼯数、材料
費、エネルギー使⽤量などで、⽉次で⾦
額変動するものもあります。
その場合は、他システムと接続する場合
もあります。

【例】
「オンネット⼯数」との接続例です。
＊弊社は、作業⼯数に基づく請求があります。
＊変動項⽬は、各社で異なります。



第3章　請求書作成

売上計上されたデータから請求書を作成します。

単純な機能として思われがちですが、意外に多くの対応が必要でした。
・請求書出⼒直前データの修正
　-請求⾦額に関わらないデータの修正（得意先住所変更、決済⼿段の変更など）
　-請求出⼒直前での変更作業の効率化のためです

・請求データ作成（バッチ）
　-ユーザによって締め⽅が違います。
　-すべての得意先⼀括、担当得意先毎
　-受注単位請求、複数受注のまとめ請求など

・請求書出⼒
　-請求残を表⽰する請求、無の請求

・請求書の再発⾏
　-発⾏済請求の蓄積



出荷明細
（売上明細）

出荷基本

売上済

請求基本

請求明細

請求集計

請求書

売上微調整

請求集計 請求書作成

納品書

都度請求

⼊⾦⼊⾦額

前回請求額

■3.1　請求書作成

売上修正の内、⾚⿊処理が
不要な項⽬を修正可能として
います。
例えば、
・相⼿先管理NO
・⼊⾦（決済）予定⽇
・受注担当/組織
・プロジェクトNO
・原価
・請求書種類
などです。
受注まで、戻らなくても修正で
きます。

任意のタイミングで個別請求
書が出⼒可能です。

請求書作成は
・⼀括作成
・担当者別/組織別
・締め⽇別
を考慮しています。
また、⽀店・部課単位
または、まとめ請求にも
対応しています。

請求書に、前⽉請求、
⼊⾦、今回売上、今
回請求で表⽰するため
の情報

請求書の再発⾏、請
求書備考の書き換え
のために履歴を保持し
ています。

都度請求に対して、締め請求
です。

【請求書作成で考慮すべきこと】
①都度請求と⽉次請求がある
②請求書しめを部署、担当者別にすることがある
③請求書出⼒の時に間違いに気づき、即修正の要請がある
④請求書のまとめ範囲が異なる
　-受注単位、期間単位、請求先部署単位（まとめ）など
⑤請求時、「請求書備考にどうしても書きたい⽂⾔」がある
⑥請求書の形式に⼤きな拘りがある
　-⽇付、受注単位、納品単位⼩計
　-「これが、当社の請求書だ︕」の熱い思い



■3.2　請求書作成画⾯

売上計上から

該当締め⽇の対象得意先の⼀覧表⽰

締め⽇⼀覧

請求書作成処理は、次の２種類があります。
①該当の売上データで⼀括作成する場合
②担当者毎に請求書を作成する場合

都度請求をする場合があります。
納品書を作成する場合があります

売上データが明細単位に表⽰されます。

⾦額に関係しない項⽬
・担当者
・相⼿先からの記⼊要請No
・プロジェクトNo　　など
を変更可能としています。

「請求書は、売上データの集計だから簡単」と考えがちです。
しかし実際には、出⼒形式（フォーマット）、処理⽅式（⼀括、担当者毎など）
⼤きな違いがあります。

請求書内容が、事前に参照可能で
す。

請求書出⼒時に「伝えたい⽂⾔」が
ある。

・前⽉残⾼を表⽰する
・前⽉までの未決済明細を出⼒する
場合がある。



第４章　⼊⾦・消込・売掛残⾼

販売管理では「売上データと⼊⾦データを確認する機能」は重要です。本章は、そのための機能説明で
す。

売上データは、既に収集されています。次に⾏う、得意先ごとの⼊⾦データの登録ですが、キャシュレスの
⾼まりからこれまでの振込・現⾦だけでなく、各収納会社などからのまとめ⼊⾦があります。このまとめを得
意先毎に再度、分解して⼊⾦登録する必要があります。
得意先毎の⼊⾦登録が完了すれば、売掛残⾼（⽇付別に売掛発⽣と⼊⾦）が分かります。

その後、必要により消が必要になります。売上明細単位に、⼊⾦を対応させるためです。もし、差異があ
る場合は、その明細を特定しなければなりません。特定しなければ、請求先との話し合いも出来ません。

その際、通常は、売上と⼊⾦は合致しますから⾃動消込（バッチ）により作業⼿数は不要です。
差異消込は、⾮常に複雑です。なぜなら、売上と⼊⾦が、1︓１、N:1、１︓N、N:Mの関係があるか
らです。
中には、売上が確定しない内に⼊⾦される場合があります。前受⾦です。多く⼊⾦された場合は、次⽉
充当する場合もあります。



■4.1　⼊⾦から⼊⾦消込

⼊⾦
出荷明細

（売上明細）

出荷基本

売上済

⾃動消込

⼊⾦消込

コンビニ

クレジット

銀⾏
ゆうちょ

EDI処理

売掛残⾼
（⽉次）

残⾼更新売掛残⾼

⼊⾦

⼊⾦消込

決済予定 収納
会社

請求先別⼊
⾦単位分割

データ

まとめ⼊⾦分割

まとめ⼊⾦

⼊⾦データが収納会社よりまと
めて⼊⾦される。

まとめ⼊⾦を個別に分解する
必要がある場合

⼊⾦データを直接取
り込む場合

まとめ⼊⾦が個別決済予定の
合計と合致しているかをまず合
計で確認。差異がある場合は
明細単位に確認

⾃動消込されなかっ
た場合、売上と⼊⾦
を⽐較しながら消し
込む

⼊⾦額と売上額が
合致していたら、消
込OKとする

消込経緯をす
べて保持する。

売掛⾦残の確認。売上、⼊
⾦の取引経緯の確認。
⼀般的な得意先台帳のこと。

⼊⾦消込は複雑です

消込形態には、つぎの種類があります。
・売上と⼊⾦が1︓1で合致する場合。⾃動消込対象。
・売上と複数⼊⾦で合致する場合。売上︓⼊⾦＝1︓N
・⼊⾦と複数売上が合致する場合。売上︓⼊⾦＝N︓1
・複数売上、複数⼊⾦で合致する場合。売上︓⼊⾦＝N︓N

また、消込操作間違いが発⽣します。
・⼊⾦と売上を間違えて消し込んだ場合
などです。
この場合、⼊⾦消込履歴から、取消、再消込みを⾏う必要があります。

「オンネット販売」は、これらについて対応しています。

受注画⾯、POS画⾯から作ら
れる

⼊⾦消込の機能
次の⼆つの機能が必要です。
１．収納会社⼊⾦を個別⼊⾦に分割する機能
受注時に、現⾦、クレジット、振込、コンビニ、ゆうちょ⼊⾦などさまざまです。その中で、現⾦以外は、収納会社から複数の売上に
対してまとめて⼊⾦してきます。それを、個別分解する機能が必要です。

２．⼊⾦額と売上で消し込む機能
個別分割した、⼊⾦額と売上明細を⽐較し、⼊⾦消込します。



■4.2　統合受注決済予定画⾯

決済⼿段別
売上⾦額

売上明細は複数の決済⼿段で
登録されます。

本画⾯では、伝票NO単位（取
引単位）、決済⼿段別に⾦額
を確認することが出来ます。

決裁⼿段

（例）
POSの決済登録画⾯
です。

【本画⾯の利⽤⽬的】

①「伝票単位で登録された決済⼿段と⾦額」を②「収納会社
から報告される⾦額」を⽐べ、差異が無い事を確認するための
画⾯です。

キャシュレス化が進み、収納会社を介する取引が多くなりま
す。この様な画⾯装備は必須となります。

まとめ⼊⾦される決済⼿段は、クレジット、地⽅⾃治体などの
⾦券・助成⾦、QR決済、プリペイドなどがあります。
銀⾏振込、ゆうちょ、などは、個⼈・法⼈単位の引落しです
が、本画⾯で扱えば、処理が集中化できます。

CSVで出⼒した明細から、エクセ
ルなどを利⽤し、まとめ⼊⾦との
⾦額⽐較が可能となります。
DBによる、⾃動連携も可能で
す。

決済⼿段別に表⽰され
ます。



■4.3　⼊⾦画⾯

⾃動取込みが可能で
す。

⼊⾦登録は、「売上に対し、⼊⾦が確実に⾏われているか」を確認する作業があ
るため複雑になります。
得意先は、受注単位、売上単位、請求単位に⼊⾦する訳ではありません。

各収納会社

・銀⾏
・クレジット
・ゆうちょ　など

オンネットPOS
その他機能

関連機能側で⼊⾦処理
する場合もあります。

前回請求分、売掛残⾼
を確認しながら登録する
ことが可能です。

⼊⾦額の⼿動登録で
す。

消込み情報を確認、登
録することが可能です。



■4.4　消込画⾯

売上額（明細単位に）
と⼊⾦額を⾒⽐べながら
消し込みます

該当する売上明細にチェ
ックを⼊れる

この画⾯で消し込むのは、⾃動消込で差異が発⽣しデータです。
多くの取引は、売上＝⼊⾦となっているので、⾃動消込により、本画⾯を
⽤いての⼿動作業は不要です。
⾃動消込の内容も確認できます。

差異の状況を選択して⼀覧表⽰する。
例えば、「⾃動消込で差異発⽣」とか、「⼊
⾦の対応売上が無い」とかです。



■4.5　売掛残⾼画⾯ オンネット販売は、⽀店部課管理をしています。
得意先に対して、⽀店や部⾨を階層構造で管
理しているのです。
売上は、⽀店部課単位に管理しています。

売掛残⾼は、①得意先別で確認したい、②⽀
店部課までの明細で確認したい場合がありま
す。

売掛残⾼を確認するための画⾯です。
処理は、売上額と⼊⾦額を対応付けています。
即ち、売上額-⼊⾦額＝残額としています。
消込み額とは関係しません（参考に表⽰はしていますが）。

取引別に売上と⼊⾦を⽇付の時系列に表⽰します。得意先
毎の取引明細となります。

該当取引先を選択すれば、売上（売掛）発
⽣と⼊⾦とその時点の売掛残⾼を⽇付順に参
照できます。
即ち、取引経緯が確認できます。

該当取引先を選択すれば、売上発⽣と⼊⾦を
⽇付順に参照できます。

消込結果は、売掛残⾼に関係しませ
んが、参考情報として表⽰していま
す。
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